
Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php on line 39



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 51



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 52



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 53



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 55



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "user_attribute" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Undefined array key "user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 63



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 64



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 65



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 66



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 67



Warning:  Undefined array key "tag" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 99



Warning:  Undefined array key "t" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 110



Warning:  Undefined array key "all" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 112



Warning:  Undefined array key "n" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 113



Warning:  Undefined array key "r" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 114



Warning:  Undefined array key "v" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 122



Warning:  Undefined array key "kanrino_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 138



Warning:  Undefined array key "title_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 139



Warning:  Undefined array key "tourokudate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 140



Warning:  Undefined array key "satueibasyo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 141



Warning:  Undefined array key "satueidate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 142



Warning:  Undefined array key "seireki_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 143



Warning:  Undefined array key "sikityo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 144



Warning:  Undefined array key "ookisa_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 145



Warning:  Undefined array key "syozousya_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 146



Warning:  Undefined array key "sankoubunken_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 147



Warning:  Undefined array key "tikucode_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 148



Warning:  Undefined array key "sagyobi_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 149



Warning:  Undefined variable $key_reg in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function_searchtop.php on line 57



Warning:  Undefined array key "" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 258



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 260



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 287



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 297



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 303



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 309



Warning:  Undefined array key "4user_account" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 585



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660
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登録リスト（該当：76件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: ]		　1925年8月に発行された西塩田時報では無線通信分野における、我が国の現状や問題点、将来性や、欧米諸国との比較について言及されていました。詳しく説明すると、従来日本でも無線技術を兵器工場などでの軍用利用にとどめる形で利用してきていたが、秘匿されていました。国民の科学思想の普及を図る目的もあり、この技術が公開され、さきがけとして東京放送局でラジオ放送が開始されました。
　この年、長野県でも1か所放送局開設が許可され、年中に上田市の多くの地域でもラジオ放送が聞くことができることが記されていました。	2024-02-07
	2	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	常田館製糸場は1900年創業の製糸工場である。
笠原工業株式会社構内に常田館製糸場に関連する施設15棟が現存していて、そのうちの明治から大正時代にかけて建てられた7棟が平成24年に国の重要文化財に指定されている。

上田駅から歩いて15分くらいで行くことができる。
たくさんの歴史が感じられる製糸場に関連する施設があり、国の重要文化財がこんなに近くにあることに驚いた。	2024-01-28
	3	[image: 建設中のサントミューゼ2013/11/22]	建設中のサントミューゼ2013/11/22	上田市の複合的文化施設「サントミューゼ」が開館したのは2014/10/02です。2013年11月はまだ建設途上でした。

千曲川河川敷の桑畑であったこの区画に鐘紡上田工場が建設され、1937年に操業を始めました。当時の様子の映像がネット公開されています。

（上田市マルチメディア情報センターの動画）

戦後は日本専売公社（後に日本たばこ）の工場となり、その跡地の再開発が進められてきました。	2023-12-23
	4	[image: 岡谷蚕糸博物館を視察、意見交換]	岡谷蚕糸博物館を視察、意見交換	★岡谷蚕糸博物館
先日9/1、前川ゼミの学生と岡谷蚕糸博物館を訪問し、バックヤードの視察、所蔵資料のデジタルアーカイブ化に関する意見交換を行ってきました。

博物館の業務は一般的には資料収集・保存、調査研究、展示が主になります。現代においては社会のデジタル化が進展し、博物館法も改正され、登録博物館に対してはデジタルアーカイブ業務が義務付けられました。GIGAスクールが全国で実施された状況も重なり、デジタル社会への博物館の対応は待ったなしの課題です。その先に博物館DX (Digital Transformation)があります。その方向を視座に入れていくことがこれからの博物館には求められます。言い方を変えると、これまで以上に博物館を利用する人が増える、利用形態はネットなども使ったハイブリッドな形態とな	2023-09-04
	5	[image: おやきファームＢＹいろは堂]	おやきファームＢＹいろは堂	長野市篠ノ井にあるおやきを味わい尽くせる施設。

鬼無里に本店を構えるおやき屋さんの老舗いろは堂が手がけるカフェ、ショップ、工場見学が楽しめる融合施設。

焼きたてのおやきは10種類の中から選べて、ドリンクやスイーツも充実。
2022年の夏にオープンしたばかりで内装も木を基調としていておしゃれな空間。長野の郷土料理おやきの新たな可能性を感じた。	2023-05-11
	6	[image: 信州、新緑の装い]	信州、新緑の装い	4/21、所要で上田から岡谷へ。長和町を経由し和田峠を越えて諏訪地方へ。周囲の山々が新緑になり、めっきり春らしい装いにすがすがしさを感じました。

和田峠を挟んで長和町から岡谷市へ。信州の大自然、周辺に広がる山々の新緑が実に美しい。この季節に山越えできる幸運を感じました。
ちなみにここはかつての信州シルクロード。諏訪地方の生糸を和田峠を越え、上田小県を経由して横浜へ運ばれた、その幹線ルートです。

峠越えした先の岡谷市役所の梅も満開で彩りを添えています。諏訪湖畔の公園の新緑も徐々に色濃くなりつつあります。ちなみにこの公園の辺り、かつては製糸工場がひしめく、日本一の生糸生産地でした。そのようなことも思いつつ…。	2023-04-22
	7	[image: コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」]	コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」	
【目次】
0:00　コピーヌクラブ紹介
2:16　「信濃の国」
5:29　「小諸唱歌」
8:01　「糸(中島みゆき)」
13:45 「ピチカート」

【動画説明】
2022/11/3に開かれた特定非営利法人　糸のまち・こもろプロジェクト主催「民間で始まる蚕糸業ものがたり」内で演奏されています。
「民間で始まる蚕糸業ものがたり」


「コピーヌクラブ」

　コピーヌクラブは2009年に結成された女性3人演奏家グループで、東信地域を中心にホテル、イベント会場などで演奏活動を続けています。ピアニストの竹鼻恵子さん、フルート奏者の椎名真美子さん、バイオリニストの吉田枝理佳さんで構成されていて、動画では竹鼻さんと吉田さんが出演しています。

「信濃の	2023-02-15
	8	[image: 林倭衛 (はやししずえ)]	林倭衛 (はやししずえ)	父は、倭衛が小学校在学中に製糸工場経営に失敗し、明治４０年の春、倭衛と弟を実家の小林家にに預けたまま夜逃げ同様に東京へと出てしまいました。実家は上田駅に近い北天神町通りで蚕種用の和紙などを商っていましたが、倭衛は友人たちから離れ孤独にさいなまれましたが、同じ頃に同じ北天神町に移り住んだ馬場衛まさるが、生涯の友となりました。約１年の後にようやく父母の下に引き取られはしたものの、何かにつけて旧士族出身にこだわって失敗を繰り返す父に対して、倭衛は激しく不信を覚え続け、やがて少年の孤独感は次第に不屈な自立心へと成長していくのでした。
　明治４３年には印刷会社の給仕となり月給を得るようになると、近くの水彩画研究所の夜間部に入り、明るく旺盛な好奇心のままに、生涯にわたる美術関係の友人を	2023-02-01
	9	[image: 常田製糸場]	常田製糸場	【概要】
常田館製糸場は明治33年（1900年）創業の製糸工場である。笠原工業株式会社構内に常田館製糸場に関連する施設15棟が現存しており、そのうち明治から大正時代にかけて建てられた7棟が平成24年に国の重要文化財に指定されている。国内最高層の木造5階建繭倉庫、大正時代末の鉄筋コンクリート5階建倉庫群などは、製糸技術が発達した時代の先人達の工夫と知恵の足跡が歴然と残る貴重な文化遺産である。

【歴史】
嘉永5年(1852)諏訪郡平野村に生まれた笠原房吉(かさはらふさきち)が、明治33年「常田館製糸場」を創業した。以来110年余、製糸業の隆盛と衰退のなかで、製糸工場建物は増築・取り壊し・焼失・改築・移転・用途変更等の紆余曲折を経ながら今日に至っている。

【現在】
笠原工業(株)では施設の一部を一般公開している。
公開	2023-01-26
	10	[image: 蚕業の背景]	蚕業の背景	江戸末期、鎖国政策を終え古くから生産されてきた生糸を中心に貿易を開始した。しかし、増える需要に対して品質基準を満たす生糸の生産が追い付かない状況であった。
明治維新を経た日本は、「殖産興業」による「富国強兵」を掲げた。それに伴い、生糸を主要な輸出品とし、品質向上、生産力向上に努めた。
新たな生産工場の建築を行うために、フランスなどから技師が招聘されるなど、積極的な動きがあった。	2023-01-25
	11	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	12	[image: 鐘紡工場跡地]	鐘紡工場跡地	アリオに展示されていた鐘紡工場の写真。かつて鐘紡工場が存在した広大な跡地には現在アリオやサントミューゼがある。	2022-12-01
	13	[image: 養蚕業が衰退した理由]	養蚕業が衰退した理由	日本の繭生産量は、今から約90年前1930年（昭和5年）の40万トンをピークに減少し、昭和40年代に持ち直しの傾向が見られたものの、2016年（平成28年）には約130トンまで落ち込んでしまいました。繭生産量の減少に伴う製糸業の衰退も著しく、昭和34年には1871工場あった国内製糸工場数は、平成26年にはわずか7工場を残すのみとなってしまいました。
日本の絹産業は、生糸の原料となる蚕の繭を作る養蚕農家から、生糸を作る製糸業者へ。そして絹織物業者へという流れから、おもに着物や帯などに加工・縫製されて小売される形になっている。
衰退した理由としては和装から洋装へ変化する「和装離れ」により需要そのものが減少したと考えられている。価格競争で中国などから低価格繭の流入や、後継者不足など社会構造の変化も考えられます。	2022-11-30
	14	[image: 上田が蚕が有名な理由とは]	上田が蚕が有名な理由とは	上田は養蚕業が盛んです。理由として様々な要因があると思います。まずは、気候の面です。上田は蚕を育てやすい気候をしていると分かりました。また、上田の蚕が歴史を持っているだけではなくて、上田の蚕が世界を救っていると言うことも分かりました。
　さらに、養蚕業が盛んであったと分かる痕跡として、上田紬という織物もあります。上田紬という上田の地名がつくほどに栄えていたそうです。
　富岡製糸場が製糸工場としては有名ですが、上田にも今でも製糸場が残っています。これは、とても珍しく全国で見ても数カ所にしかありません。
　上田が蚕の都として有名であるのは、養蚕業が栄えていたことや、その痕跡が未だに残っていることが大きいと思いました。	2022-11-30
	15	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	国指定重要文化財にされた「笠原工業旧常田館製糸場施設」を見学しに行きました。構内には建物15棟が現存されていて、その内7棟が重要文化財として一般公開されています。昔のままの木造の繭倉庫は圧巻でした。機械などはありませんでしたが、当時の技術を知ることができました。展示品もあり、なんだか心が和みました。
常田館製糸場は1900年(明治33年)に創業し、110年余り、製糸業の隆盛と衰退の中で、製糸工場建物は増築、取り壊し、焼失、改築、移転、用途変更等の紆余曲折を経ながら今に至ります。現在はスチロール製品を製造しています。3階繭倉庫と5階繭倉庫は、多窓式と呼ばれる自然乾燥を前提とした繭倉庫の形式である一方で、4階繭倉庫と5階鉄筋繭倉庫は密閉
式の繭倉庫であり、大正時代以降は乾燥機の発達により通風による乾燥が	2022-11-30
	16	[image: 桑折における養蚕業②]	桑折における養蚕業②	現在桑折町では製糸業は営まれていません。しかし、いくつか名残りのある場所を発見したのでそれについて述べていきます。

まず、桑折町における養蚕業①で触れた郡是製糸工場ですが平成15年に建物が解体された後、東日本大震災の災害公営住宅が建てられています。郡是製糸工場時代の面影は庭園の一角にある「多行松」のみになってしまいましたが、「桑折町蚕糸記念公園」と名を付け、養蚕業によって繫栄した歴史を伝え、町民や来訪者の交流の場になることを願って新たに公園として再生されました。また、桑折町の伊達崎と呼ばれる地区にはかつて養蚕家だった大きな家が見られる他、桑折町の本町通りにある商店街には繭を取り扱う問屋である蚕問屋が今でも残されています。そして、実際に私が通っていた醸芳中学校では校章に桑の葉が	2022-11-30
	17	[image: 桑折における養蚕業①]	桑折における養蚕業①	福島県の北側に位置する桑折町は現在毎年皇室に桃を献上することから献上桃の郷として知られていますが、実は古くから養蚕との関係が深い地域とされています。

養蚕には、蚕を育てて繭を出荷する養蚕業と蚕種の売買の二つがありますが、桑折町では江戸時代からそのどちらの生産も盛んでした。そのため、桑折町を含む伊達地方の蚕種（蚕の卵）は「奥州本場蚕種」として全国に販売され、輸出もされていました。その後、明治からの昭和初期にかけては製糸業が発展しました。昭和８年には郡是製糸工場が桑折町に建てられ、約500人の女性従業員を雇用すると共に工場内に「家政女学院」が設立されたことにより、女性に教育と労働の機会が与えられたといいます。昭和２２年には昭和天皇も視察として訪れ、記念として「蚕祖神」の記念碑の建設	2022-11-30
	18	[image: 製糸業、紡績業跡地の活用]	製糸業、紡績業跡地の活用	現在のアリオ上田店、サントミューぜ、上田警察署周辺の区画は鐘紡の紡績工場の跡地である。蚕糸業、紡績業の工場であった広大な土地は工場の廃止、撤退後の再開発事業で活用されている。アリオ上田の西隣にある積水ハウスの宅地開発分譲地「コモンステージ天神の杜」の西端は工場跡の区画のままの形のまま残っている点も興味深い。

2枚目資料: 上田市ホームページ『 コモンステージ天神の杜 』 建築協定
https://www.city.ueda.nagano.jp/uploaded/attachment/40476.pdf	2022-11-30
	19	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	現在の笠原工業株式会社である。明治１１年岡谷市にて製糸業を開始し、明治３３年に常田館製糸場として上田市にて工場を創業した。しかし１９８４年には構造改善事業によって上田工場製糸操業は休止されてしまった。現在は発砲スチロールの販売、研磨切断などを行っている。また現存している建物のほとんどが国重要文化財とされている。	2022-11-29
	20	[image: 常田館製糸場へ。]	常田館製糸場へ。	上田駅から徒歩で１０分弱。重要文化財として登録される常田館製糸場があります。
現笠原工業の構内に現存する１５棟の製糸場時代の建物のうち７棟が重要文化財に指定されています。現在は、製糸業は終了し、他事業へ転換していますが、当時の建物を倉庫として使用されているようです。その為、予約なしで見学できるのは、「五階鉄筋繭倉庫」「三階繭倉庫」「五階繭倉庫」の三つの建物のみとなっていました。


入口付近、常田館製糸場の概要が書かれた看板には、
群馬県富岡製糸場は、「国営」の模範工場として「フランス式」の製糸が行われた。対して、常田館など、諏訪・岡谷では「民営」で「イタリー式」の製糸が行われた。
といったことが書かれています。

富岡製糸場など、群馬の製糸業と比較するのも面白いなと思いました。	2022-11-29
	21	[image: 上田の蚕業について③]	上田の蚕業について③	上田の蚕業について記された記録には、工女の消費活動についても以下のような記述があります。

工場の休日は日頃の長時間労働から解放された工女にとっては楽しいひとときで、小間物屋に寄って化粧品や小物を求めたり、呉服屋で普段着を買ったりしました。おやつの鯛焼きは工女に人気があり、休日や工場の開業前になると店先に行列ができるほどでした。(中略)常田館などのような大きな工場になると、呉服屋や小間物屋などが出張して郷里へのお土産を売りました。(「上田市誌　近現代編(２)　蚕都上田の栄光」135、136ページ上田市誌編さん委員会　平成15年3月1日信毎書籍印刷株式会社より)

既婚でもなく、子どもでもない、大人の労働者である工女たちの消費行動は羽振りが良いように感じられます。加えて、結婚前に、経済力と自由がある	2022-11-28
	22	[image: 上田の蚕業について②]	上田の蚕業について②	上田の蚕業について記した記録には、工女の労働待遇について以下のような記述があります。

糸引きは手の器用さが求められることから繰糸の仕事は主に女性が行い、製糸工場で働く人の9割以上は女性で、男性は1割にも満たなかったそうです。製糸工場が盛んになるにつれ労働力を確保するため各工場が工女募集に力を入れるようになり、金銭面の事情から、前貸し金を用意できる大きい工場が有利でした。工女の８割ほどは16～26歳の義務教育終了から結婚前の人たちだったため、勤続年数によって、針箱・鏡台・ちりめん羽織などが出され、長期勤続者になると結婚するときの嫁入り道具が揃うほどでした。工場では休日を利用して、花見や温泉へ連れて行ったり、工場が落語・浪花節・義太夫などを聞かせる慰安会をすることもありました。楽しいひ	2022-11-28
	23	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	常田館製糸場は1900（明治33）年に創業した製糸工場です。現在は所有主の笠原工業株式会社の社用地社屋として営業使用中です。国指定重要文化財となっています。	2022-11-27
	24	[image: 笠原工業常田館製糸場]	笠原工業常田館製糸場	笠原工業に残る製糸工場の遺産は、「蚕都」とうたわれた上田地域の製糸工場に関連する倉庫群や建造物が、セットとして残っていることにその価値が集約されています。製糸場道構では、この常田館は民営で、イタリー式製糸を行っており、日本の近代製糸業を語り対比する上で欠かすことのできない遺産です。繭倉庫は、南乾燥機が発達した時代の倉庫までの変選が歴然と残り、学術的にも貴重な近代化道産として指定されました。	2022-11-25
	25	[image: 笠原工業常田館製糸場]	笠原工業常田館製糸場	蚕都上田歴史・文化財マップにて現存している蚕に関わる場所を巡ってみました。
四つ目は笠原工業常田館製糸場です。
明治３３年からある、製糸工場です。	2022-11-24
	26	[image: 常田館製糸場見学2]	常田館製糸場見学2	常田館製糸場の外観です。
製糸場は蚕の繭から生糸を作る工場であり、繭を乾燥させ保管する工程、繭を出庫し、煮て柔らかくする工程、繰糸機械を使って糸とりする工程などが行われているそうです。
4棟残る繭倉庫は、初期の多窓式多層倉庫から繭乾燥機が発達した時代の倉庫までの変遷が歴然と残り、学術的にも貴重な近代文化遺産として指定されています。	2022-11-24
	27	[image: 紡績工場は今…]	紡績工場は今…	　授業で教わったように、上田の鐘紡上田工場跡地がアリオ上田、サントミューゼ、上田警察署として再利用されているのと同様、松代紡績工場跡を訪れてみました。
　広い土地を生かし、
・合資会社六工社跡地→JA長野厚生連　長野松代総合病院
・六文銭合資会社跡地→長野市松代文化ホール
のように、病院や交流施設として市民のために利用されていることが分かりました。	2022-10-30
	28	[image: 六工社の当時を見つめる]	六工社の当時を見つめる	　長野県立歴史館の常設展示にて当時の蚕糸業について見て学んできました。※撮影OKと表示がありました。
　和田英が工女たちの指導をしていた六工製糸場は、官営富岡製糸場をモデルとし、一回に50人が作業できることから「フランス式50人繰り」と言われていました。
　当時の様子を描いた絵にも、大人数の工女が並んで作業している様子が描かれていました。
　また、人の小ささから工場は自分の想像しているよりも大きいことが容易に想像できました。それだけでも、この時代の蚕糸業の産業としての重要さや中心になっていたのだろうなと感じることができました。	2022-10-30
	29	[image: 重文常田製糸場]	重文常田製糸場	製糸場は蚕の繭から生糸を作る工場です。昭和59年に製糸業は終了したが、構内には旧笠原組常田館製糸場時代の建物15棟が維持され、そのうちの7棟が国の重要文化財に指定されているそうです。

公開時間：10時～16時（15時30分入場まで）
公開日程：3月下旬より11月末日（期間内無休）
アクセス：上田駅から徒歩7分	2022-10-30
	30	[image: JR神立駅前の再開発]	JR神立駅前の再開発	私の実家があるかすみがうら市安食からみると最寄りのJR駅である神立駅がリニューアルされ、同時に駅前環境が大きく変わりつつあります。駅前広場はまだ造成されていません。一足先に駅前通りが貫通しました。駅前通りを通ったのは今回が初めてです。神立駅から国道６号線の区間がつながりました。

神立駅前は昭和期からのモータリゼーションに対応できず、無策のまま数十年にわたり放置されてきました。神立には日立建機をはじめ多くの工場が集積する工業都市となりましたが、都市人口、通勤者数が増える一方で幹線道路のない狭い道を多くの車が行き交う不自由がここ数十年続いてきました。積年の課題がやっと解決につながる思いがします。	2022-08-17
	31	[image: 現代に繋がる主導的産業の偏移について]	現代に繋がる主導的産業の偏移について	　幕末の開港によって長野県は地域経済を世界につなげることになった。そこで長野県を国外まで広げる一翼を担ったのは生糸でした。
　長野県は外国との交流が始まると、器械製糸を取り入れ、養蚕や蚕種業の技術開発や改良に力を入れました。それで、蚕糸王国と呼ばれることになったわけです。長野県の近代のあゆみは養蚕や製糸業の盛衰に左右され長野県の命綱は、蚕糸業であったと断言して過言ではありません。
長野県の製糸業は県外や外国にまで進出し、日本の製糸の中心となります。なので、長野県内のいたるところの農家では養蚕が営まれました。
　蚕糸業は大正時代から昭和初年にかけて全盛期を迎えますが、1929年（昭和4）からの世界大恐慌の影響をうけ、製糸業を営む会社の倒産が相次ぎ、繭価の価値の大暴落のため生活を養蚕に	2022-08-10
	32	[image: 善光寺周辺お勧めカフェ(C.H.PCOFFEE)]	善光寺周辺お勧めカフェ(C.H.PCOFFEE)	おすすめな善光寺周辺のカフェC.H.PCOFFEEを紹介します。C.H.PCOFFEEは、ビニール加工工場をリノベーションした建物で、自家焙煎のコーヒー専門店をやっています。名前の由来は大好きなバンド「クリープハイプ」の略称を使っているお店です。そのため、お店のBGMはクリープハイプ、本が店の中で並んでいるのですが、そこにもクリープハイプのボーカル尾崎世界観さんの本も並んでいてメニューもクリープハイプ独特の歌詞を使った商品が多くあります。クリープハイプファンにはとびきり楽しい場所なので是非訪れてほしい場所です。もちろん、クリープハイプのファンでなくてもお洒落でコーヒーのいい香りが漂う素敵な雰囲気や美味しい色んな色(赤、青、黄色、緑)のクリームソーダ・パフェ・キーマカレー・ホットサンドなどの軽食や飲み物が楽しめ	2022-05-11
	33	[image: 第28号『上田小県における感染症の歴史』]	第28号『上田小県における感染症の歴史』	上田小県近現代史研究会ブックレット第28号『上田小県における感染症の歴史』
【編著・発行】上田小県近現代史研究会
【発行】2021年12月10日
【定価】600円（税別）上田市内の書店でお買い求めください。

　パンデミック（世界的大流行）はこれまでも幾度となく立ち現れ、先人たちもその度に脅かされてきました。多くの命が奪われ、社会活動に支障をきたしました。しかし、その都度全力で立ち向かい、できる限りの対策を講じて乗りこえようとしてきました。なす術もないと思われた時でさえ絶望せず、しばしば神仏に疫病退散を祈り続けました。(略)
　もう一度各章にわたり取り上げたテーマについて、明らかにできた教訓や課題、厳しい条件の中でも命や暮らし、さらには文化を守るための人々の努力があったことを確認してみましょう。（	2022-03-13
	34	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	明治33年（1990）創業の機械製糸工場。
国指定重要文化財

製糸に関連する施設15棟が現存しており、そのうち明治から大正時代にかけて建てられた7棟が平成24年に国の重要文化財に指定される。

蚕種で栄えていた上田の養蚕を製糸で支えていた。
養蚕・製糸・紬糸・機織り・教育など蚕糸業にまつわる種々の活動が総合的な発展を遂げて「蚕都上田」と呼ばれるまで成長する。	2022-02-09
	35	[image: 呉市の歴史～昔と現在の比較２～]	呉市の歴史～昔と現在の比較２～	これは、「呉海軍工廠」の様子。1889年に「呉鎮守府」が設置されるとそのもとに、「造船部」が置かれた。1903年に組織され、「呉海軍工廠」が誕生。東洋一の設備を誇り、ドイツの「クルップ」とならび、「世界の二大兵器工場」と称されるようになる。巨大戦艦「大和」、戦艦「長門」、航空母艦「赤城」などの海軍を代表する戦艦を数多く建造した。

出典：「海軍とともに発展した呉の街」
https://smtrc.jp/town-archives/city/hiroshima/p07.html	2022-02-09
	36	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	嘉永5年(1852)諏訪郡平野村（現岡谷市）に生まれた笠原房吉は、開通したばかりの信越線上田駅に近いこの地に、明治33年(1900)「常田館製糸場」を創業した。常田館製糸場は、かつてあった講堂･劇場や病室は失われてしまっているが、近代製糸工場の前途の特徴を示す建物群がまとまって残っているのは県内ではここだけである。国内最高層の木造5階建繭倉庫、大正時代末の鉄筋コンクリート5階建て倉庫群などは製糸技術が発達した時代の先人達の工夫と知恵の足跡が歴然と残り、学術的にも貴重な文化遺産になっている。

「参考文献」
http://www.kasahara.co.jp/kasahara/tokidakan/	2022-02-08
	37	[image: サントミューゼができる前]	サントミューゼができる前	サントミューゼは、昭和24～56に操業していたたばこ産業（株）の上田工場（JT）跡地だそうだ。JTから工場跡地の活用を上田市に打診し、再開発が行われ公共ゾーンとして建てられたのがサントミューゼだ。また、JT以前、上田が蚕都として栄えていた頃は金紡の上田工場だったらしい。上田市マルチメディア情報センターのYouTubeでは、当時の様子を見ることができる。工場で働く女性の姿、彼女らが広場でダンスする様子、少し映り込んだ上田城などが映像で記録してあった。	2022-02-02
	38	[image: 2.上田市の蚕の歴史]	2.上田市の蚕の歴史	信州上田では江戸時代から蚕の卵の生産で栄え、その後も養蚕、製糸業などさまざまな発展を遂げていき全国から「蚕都上田」と呼ばれるようになりました。

しかし、現在は様々な理由から蚕糸業は全国で衰退し、風前の灯火となっています。

衰退している蚕糸業ですが、上田地域でもまだ蚕糸業は残っています。

上田地域で有名な蚕関連の会社は常田館製糸場という会社。明治33年(1900年)に創業された製糸工場です。

蚕糸業は大きく分けて蚕種業、養蚕業、製糸業の３つに分けられ、蚕の卵を生産し、質を高める「蚕種業」、蚕を成虫まで育ててそれを管理する「養蚕業」、蚕の繭から糸を取り生糸に加工する「製糸業」に分かれます。

次の記事では蚕という虫について解説していきます。

今の若い人は蚕という虫に接点が全くないので少	2022-02-02
	39	[image: 6　松根油の生産について]	6　松根油の生産について	画像は「長崎ディープブログ「長崎街道11～松並木と松根油と」」から転載
http://blog.nadeg.jp/?eid=43&imageviewerℑ=20171028_726412.jpg

年表・数字からひもといた中で、特に「航空燃料用の松根油」の生産に関して注目したいと感じた。

興味を感じた理由は下記の二つである。
①自分の生まれ育った地域、しかも長野県の山の中で航空機の燃料を作っていたことを全く知らなかった。日本の山奥で航空燃料を生産するに至るまでに、どのような経緯があったのか調べたい。

②のちに記すが、坂井村誌内の記述によると、私の実家の近く、小学校の通学路の橋の袂で生産を行っていたらしい。そのためより身近に感じた。

村誌内の記述

下記は坂井村誌内に記述されている、松根油に関する記述である。
--------------------
松根油
昭和20年に入ると、松根	2022-01-29
	40	[image: 4　年表からひもとく]	4　年表からひもとく	坂井村誌内の年表を一部引用し、特に重要な部分をまとめた。

昭和12年（1937年）

・盧溝橋事件が勃発。村内の予備兵に召集下令があり、村内に一気に緊張感が流れた。
・銃後後援会（後に奉公会）結成、村防護団結成・応召家庭の農作業奉仕。
・軍の指示により、初めて防空演習が行われる。
・国防婦人会結成（全村）、国民精神総動員長野県実行委員会（会長・県知事）坂井村支部（支部長・村長）結成。
⇒日中全面戦争の開始に伴って始められた、国民の戦争協力を促す官製国民運動。「精動」と略されることもある。1937年（昭和12）8月第一次近衛文麿(このえふみまろ)内閣は「国民精神総動員実施要綱」を閣議決定し、同年10月「挙国一致、尽忠(じんちゅう)報国、堅忍(けんにん)持久」のスローガンのもとに国民精神総動員	2022-01-29
	41	[image: 比較から見る上田市工業の強み]	比較から見る上田市工業の強み	上田市の隣には、機械・金属工業の中小企業を中心とし、優れた技術力を持つ坂城町がある。工業の分野が似ている両市町には、どのような違いがあるのか。
今回は坂城町と上田市それぞれの工業統計調査を参考にし、それらを比較するための指標として、平成30年における両市町の[①事業所数②従業者数③製造品出荷額④現金給与総額]四つを用いてみた。

《上田》　　　　　　　　《坂城》
① 390事業所数　　　　　 204事業所数
② 18890人　　　　　　　 6068人
③ 52,667,396万円　　　　22,748,130万円
④  9,066,947万円　　　　 2,874,596万円

上記からもわかるように、精密機器や機械・金属という主要製品が同じでも、上田の方が製造品出荷額と現金給与総額が高い。これは事業所数・従業者数が上田の方が多いことに加え、大企業の工場を有していたり	2022-01-25
	42	[image: 生活に必要な山道]	生活に必要な山道	最後は生活するのになくてはならない山道。
山の上に家や畑、工場がある場合に必要になる道だ。
県道186号が通る、長大の裏の山の道が分かり易い。
夏に一度訪れたが、山の上には畑や家屋が立ち並んでいた。
他の場所からこの山道を通ることはそうそうないとは思うが、この地域で生活をしている人にとっては必要不可欠な道だ。
自分が気づいていないだけで、その地域に住んでいる人にとって欠かせない山道は多そうだ。	2022-01-24
	43	[image: 塩田平　工業]	塩田平　工業	塩田には多くの工場が存在する。この写真はその中の一部の写真である。上田市は、最大5000万円の助成金なども出し、積極的に企業誘致を進めている。

参考・出典
 上田市-工場等設置事業助成金

(参照 2021/12/20)	2021-12-20
	44	[image: キモノマルシェ2015／信州シルクロードへの誘い]	キモノマルシェ2015／信州シルクロードへの誘い	
キモノマルシェ2015／キモノアカデミー／信州の蚕糸を知ろう
「信州シルクロードへの誘い」

会場：旧常田館製糸場施設（重要文化財、長野県上田市）
2015/10/04
講師：前川道博（蚕都上田プロジェクト代表世話人）

内容：前半レクチャー、後半見学。国内に残る近代の製糸場は富岡製糸場とここ常田館製糸場の２つ。蚕種製造でも栄えた上田は蚕都と呼ばれた。女工さんたちが働いていた工場の情景も想像してみよう。	2021-11-29
	45	[image: 不思議な街]	不思議な街	しばらく街を散策していると、突然辺りとは違う景観が見えてくる。柳町とよばれるそこは石畳や古めかしく美しい歴史的な景観を醸し出す通りであった。
信州味噌、と書かれた看板をよく見かけたので、なんだろう？と思っていたら、すぐ近くに工場があったので合点がいった。
まるでタイムスリップでもしたような気分になって、新鮮な気持ちだった。	2021-11-14
	46	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	47	[image: 岡谷探索-3]	岡谷探索-3	岡谷蚕糸博物館の内部の写真。岡谷蚕糸博物館では、近代に器械製糸で発展した岡谷市の蚕糸業の歴史を学ぶことが出来る。具体的には、諏訪式繰糸機を始めとする器械の展示や、製糸工場で働く女工さんの生活の様子などが詳しく説明されている。	2021-07-11
	48	[image: 岡谷探索-2]	岡谷探索-2	天竜川と諏訪湖の河口である釜口大橋で撮影した諏訪湖。信州で最大規模の湖であり、天竜川と同様にその豊富な水量で岡谷の製糸業を支え続けた。特に明治期など日本の産業革命が始まったころは、蒸気機関による電力供給技術が確立されていないため、製糸工場に必要な電力は主に水力発電が主流であった。そのような点から、天竜川及び諏訪湖からなる工業用水はまさにうってつけであったのである。	2021-07-04
	49	[image: 上田蚕種-2]	上田蚕種-2	　上田蚕種協業組合事務棟の説明文。建物の特徴について説明されている。上田蚕種株式会社は時代の進行に伴って蚕糸の中心地から軍需工場、そして戦後の名称変更等、様々な役割を担っていた。このような建物の存在は、主に20世紀における上田の様相の変化を知るうえで重要であると考える。	2021-05-05
	50	[image: 仁古田飛行機製造地下工場跡]	仁古田飛行機製造地下工場跡	第二次世界大戦中、空襲で被害を受けた名古屋の航空機工場を移設するために建設された。内部に入ることはできない。他にもあったようだが老朽化によって崩れてしまったらしい。中は暗く、とても不気味で自分は間際まで近づくことができなかった。	2021-05-05
	51	[image: 赤レンガ倉庫]	赤レンガ倉庫	明治33年に建てられた製茶構造の一部である。構造はレンガが主。イギリス積みであり、内部は木造2階建てである。茶産業に関わる建築物として貴重な遺構である。この赤レンガ倉庫は登録有形文化財として登録された。（第22-0194号）静岡県菊川市の街のルーツかつ当時の製茶工場の様式を現在に伝える日本で唯一の産業資産。	2021-05-03
	52	[image: カーリングホールみよた　類を見ない手づくりカーリング場]	カーリングホールみよた　類を見ない手づくりカーリング場	カーリングという競技は何をおいても競技場がないとできません。競技場があるところにカーリング文化が育まれていきます。カーリングホールみよたは全国的に数少ないカーリング競技施設の一つです。明らかに工場を競技施設に転用したもの。入口にはtotoのスポーツ助成金で出来た施設であることが記されています。（写真は2018/04/30撮影のもの）

ネットで調べてみて、さらにその状況に感心をしました。

★「カーリングホールみよた」のお話（みよた広報）
http://www.town.miyota.nagano.jp/file/7252.pdf 
この記事に設立経緯が書かれています。なるほど！　目から鱗のようなお話です。何より地元有志の熱意がプロジェクトを動かしたこと。中越興業の建物を改造した施設。事業体がＮＰＯ法人あさまハイランド	2021-05-02
	53	[image: 十二方作命丙第五八号　七月二十二日]	十二方作命丙第五八号　七月二十二日	上田附近三菱重工業に関する件　昭和２０年７月２２日
http://www.nids.mod.go.jp/military_history_search/Viewer

十二方作命丙第五八号　七月二十二日
１　第８野戦輸送隊を、十二方作命丙第３０号による上田付近、三菱重工業会社第５製作所分散防護工事協力期間を約１か月延長す。
２　第８野戦輸送隊長は前号工事のため、自動貨車役２０両に応ずる人員を増強すると共に、引き続き該工事に協力すべし。
また左記により兵力を差し出し宇都宮地区における、皇国第１８１４工場の資材疎開輸送を援助すべし。
左記
（イ）差出兵力　将校の指揮する自動貨車役２０両
（ロ）差出期間　約一週間
（ハ）所要自動車燃料は工場側の負担とす。
３　細項に関しては関係機関相互協定すべし
第十二方面軍司令官　田中静壹
下達□印刷交付（工場側には宇都宮師管	2021-02-23
	54	[image: 上田市と岡谷市における蚕業の比較　まとめ]	上田市と岡谷市における蚕業の比較　まとめ	　私は、上田市と岡谷市の蚕糸業の比較として、蚕糸業における様々な施設についてまとめた。その中で理解した相違点や共通点、蚕の今後の展望についてまとめる。
・相違点
　同じ蚕糸業で栄えた上田市と岡谷市だが、上田市は「上田蚕種協業組合事務棟」や「常田館製糸場」の現存から養蚕業や製糸業を行っていたことがわかる。一方で岡谷は、「岡谷蚕糸博物館」に展示されている多数の繰糸機や「宮坂製糸所」の現存から製糸業で栄えたといえる。
・共通点
　岡谷市の工女さんは、1910年には岡谷の人口2万3000人に対して、工女さん1万5000人と65％を占めていた。その後、1930年には岡谷の人口7万6500人に対して、工女さん3万4500人と45％を占めており、工女さん達は岡谷市の支えとなっていた。工女さんは10代半ばから20代前半の若い女性で、重要な	2021-02-10
	55	[image: 宮坂製糸所]	宮坂製糸所	　「宮坂製糸所」は、岡谷製糸場に併設されている製糸工場だ。貴重な動態展示を行っており、実際に生糸を繰る様子を見学できる。私が見学に訪れた際には、工場の方から様々なお話を聞くことができて大変勉強になった。その中でも、特に「蚕の品種改良」と「蚕と医学」についてのお話が記憶に残っている。
　まず「蚕の品種改良」では、蚕はメンデルの法則により必ず交雑が行われており、交雑種は病気に強かったり、糸が多く取れたりするため、安定性が向上することを知った。また、蚕に蜘蛛の遺伝子を導入することで、伸縮性や強度に優れた糸の産出が可能になるという話は驚きだった。
　次に「蚕と医学」では、蚕は研究所や製薬所で医薬品の開発にモデルとして用いられたり、薬品やワクチンに利用されたりしていることを知った。まだ	2021-02-10
	56	[image: 岡谷蚕糸博物館(1)]	岡谷蚕糸博物館(1)	　「岡谷蚕糸博物館」は昭和39年10月に開館し、製糸機械や製糸経営史料等の展示や、製糸工場を併設して動態展示を行う貴重な博物館である。
館内のミュージアムエリアは主に3つのコーナーに分かれていたため、記事を分けて投稿する。

　1つ目のコーナーでは、蚕から絹製品になるまでの流れや、日本・岡谷の製糸業のあゆみ等が大きなパネルにて展示されていた。（写真２枚目）
その中でも、特に目を惹かれたのが「フランス式繰糸機」と「諏訪式繰糸機」の実物の展示である。
　写真３枚目が実際に展示されていたフランス式繰糸機だ。これは、官営富岡製糸場に設置された300釜の中の2釜で、日本に残る唯一のフランス式繰糸機である。明治5年(1872)～昭和6年(1931)まで使われていた。
　写真4枚目は実際に展示されていた諏訪式繰糸機で、武居代	2021-01-27
	57	[image: 常田館製糸場 (五階鉄筋繭倉庫)]	常田館製糸場 (五階鉄筋繭倉庫)	常田館製糸場は明治33年（1900年）創業の製糸工場だ。
15棟の施設が現存しており、そのうち7棟が国の重要文化財に指定されている。

写真3枚目は、「五階鉄筋繭倉庫」の内部である。大正15年（1926年）に竣工した、長野県内に現存する最古の鉄筋コンクリ―ト造5階建て建築物だ。現在1階はイベントの開催やワインセラーとして利用されており、2階と3階には従業員の方々が制作した芸術作品が展示されている。作品はライトアップされており美しかった。

参考URL:常田館製糸場　施設紹介	2021-01-27
	58	[image: 六月の常會(『西塩田村公報』第9号(1943年6月15日)1頁)]	六月の常會(『西塩田村公報』第9号(1943年6月15日)1頁)	食糧增産國民皆働ノ件の記事。

中学校や市街地、工場などからも食糧増産のために人が集められていることが分かる。


▼この記事は以下から参照できます。
#941 『西塩田村公報』第9号(1943年6月15日)1頁	2021-01-27
	59	[image: 公害問題]	公害問題	環境汚染が深刻化し、昭和40年代の田子の浦港のヘドロは大きな社会問題となった。

公害を解決すべく昭和 42 年、市議会に公害対策特別委員会、行政に富士市公害対策庁内連絡会議が設置され、昭和 43 年から2年ほどの期間に市内の多くの工場と公害防止協定を締結しました。


https://www.city.fuji.shizuoka.jp/sp/sangyo/c0304/fmervo00000084q7.html

https://www.fuji-cci.or.jp/yakei/history.pdf

吉原市史下巻の画像を引用	2021-01-26
	60	[image: 製紙業の広まり]	製紙業の広まり	画像は今泉製紙会社に製紙機械の一部・ドライヤーを、工場に運び込もうとしている場面です。

今泉製紙は、大正5年(1916)、富士郡今泉村に設立された機械すき和紙工場です。明治20～30年代にかけて今泉を中心に相次いで手すき和紙工場が設立され、富士市の製紙産業の基盤となった。


https://www.city.fuji.shizuoka.jp/sp/sangyo/c0304/fmervo00000084q7.html
https://museum.city.fuji.shizuoka.jp/collection/paper/detail/3223	2021-01-26
	61	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	常田館製糸場は明治33年（1900年）創業の製糸工場で、敷地内には施設15棟が現存しており、そのうち明治から大正時代にかけて建てられた7棟が平成24年に国の重要文化財に指定されている。実際に無料でいくつかの建物を見学することができ、ところどころに繭が置いてあった。木製の床はかなり老朽化が進んでいるためか危険なところもあり、良くも悪くも歴史を感じられる建物だった。	2020-11-17
	62	[image: 【肝試し会場？】常田館製糸場 内観 #2]	【肝試し会場？】常田館製糸場 内観 #2	常田館製糸場北側にある三階繭倉庫、五階繭倉庫の廊下、内観です。
重たい扉を開けると、#1の鉄筋倉庫と比べて明らかに手が付けられていない上、殆ど光が入ってこずほぼ真っ暗な空間が出現。床も古いが故にかなりギシギシしていて、今にもお化けが出そうな場所でした。
ただ、祖父母の家にも無いような古い機械、骨董品、天板や壁、文字書きなど、かなり面白いものが見れて良かったです。	2020-11-17
	63	[image: 【大正の遺産】常田館製糸場 外観]	【大正の遺産】常田館製糸場 外観	上田駅に沿って東に進むとある上田市に残る遺産の1つです。
入ってすぐの事務所を通して、無料で見学可能です。
外観は周りの建物と比較しても明らかに古いもので、ここだけ100年前からほぼ変化していないことが伺えました。
内観は別の記事で投稿しています。	2020-11-17
	64	[image: 信州上田学A2020③上田のひもとき方と情報源]	信州上田学A2020③上田のひもとき方と情報源	オンデマンド講座
▼第３回5/13講座　講師：前川道博（長野大学）　57分
（市民開放講座第１回）



講座資料

[image: ] 
記録日: 2020/05/13

参考資料

★上田市歴史文化基本計画
★上田市中心市街地地図 1928年
→大日本職業別明細図之内－信用案内昭和3年（1928）
★	2020-09-02
	65	[image: 藤本蚕業歴史館内部-3]	藤本蚕業歴史館内部-3	歴史館内部の独特な構造。内部では、このような配管などにより、空気が循環されていて、蚕に適した環境が保たれていた。障子戸などまるで民家のような作りであるにもかかわらず、蚕種製造の工場の役割を果たしていた事は興味深い。	2020-08-09
	66	[image: 凝集剤PAC(ポリ塩化アルミニウム)投入と濁度指針]	凝集剤PAC(ポリ塩化アルミニウム)投入と濁度指針	現行の上田市染屋浄水場、石舟浄水場の凝集剤PAC(ポリ塩化アルミニウム)投入と濁度指針を見た場合、
高崎市若田浄水場と剣崎浄水場は、旧キリンビール高崎工場稼働にあたり、プロテイスターの検査で、凝集剤投入中止から、購入が始まり、	2020-07-27
	67	[image: 学生と旧常田館製糸場を見学]	学生と旧常田館製糸場を見学	2018/05/10午後、１年生のゼミで「上田まちなか探検」を実施しました。最初の約１時間、常田館製糸場を見学しました。常田館製糸場は製糸工場の産業遺産で、笠原工業が管理しています。重要文化財に指定されています。２年前の2016年、天皇皇后両陛下が視察で訪問されました。

蚕都上田の中でも常田館製糸場は代表的な上田の製糸場です。1900年に創業しています。歴史ある産業遺産であるにもかかわらず、上田の地元住民でも知らない方が多い。

見学当日、笠原工業の笠原会長が１年生１７人に対応をしてくださいました。次世代を担う若い学生たちへの産業文化の伝承というミッションをお感じになってのことと思います。蚕糸業のことを平易に手短に解説をされ、皇后陛下とのお約束だからと、皇室の養蚕に関するビデオを見せていただきまし	2020-07-18
	68	[image: 上田と生糸貿易-3　~明治期の信州の蚕糸生産~]	上田と生糸貿易-3　~明治期の信州の蚕糸生産~	明治初期の日本の生糸生産は、富岡製糸場に代表されるように、信州よりも上州（群馬県）のほうがさかんであった。しかし、官営模範工場を通して西洋技術を上州は得られたにも関わらず、その後蚕糸生産の中心は信州に移るのである。それには理由があった。信州では、研修生を富岡に派遣するなどして技術を獲得するだけでなく、その欠点を見直し独自の器械製糸の開発に成功。また、官営特有のコストの高さを見抜き設備投資などでコストを大幅に削減した民営工場を林立させた。その結果、生糸の大量生産に成功し、時代とともにその品質も向上させていったのである。これにより、信州は蚕糸王国を築き上げたのである。

画像は「岡谷シルク」より
URL:https://okayasilk.jp/	2020-07-15
	69	[image: 『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ]	『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ	ページ番号（画像データの連番）は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
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	70	[image: 飯島商店]	飯島商店	創業は200年前の江戸時代。
JR上田駅の前にたっている。
建物は大正13年に建てられた木造3階建ての洋館づくり。
おしゃれな雰囲気で、店員の対応も相まって高級さを感じさせる。

「みすゞ飴」は土産物の一番人気の品。
工場に直結していることもあり、新鮮な状態で販売されている。
土産物にいかが	2020-06-20
	71	[image: 登呂遺跡]	登呂遺跡	日本で初めて発見された弥生時代の水田跡の遺構です。
火起こしなどを体験することができ、弥生時代の人の生活を感じることが出来ます。
第二次世界大戦中の軍需工場建設の際に発見されたということに驚きました。	2020-05-25
	72	[image: 蚕都上田まちあるき2009(1)～西塩田・別所編～]	蚕都上田まちあるき2009(1)～西塩田・別所編～	

【日時】　2009年9月19日（土）
【ルート】
　上田駅温泉口→飯沼（高札場跡、郷蔵、飯沼公民館、古文書保管庫）→カネタの煙突→近代工業百年記念公園→丸子郷土博物館→丸子公園（依水館で昼食）→大屋駅（石碑）→上田駅温泉口

〈内容〉
かつて製糸業のまちとして活況を呈した旧丸子町を中心にまちあるきを行った。飯沼では、幕末・明治期に横浜貿易で活躍した生糸商人の足跡をたどる。その後、器械製糸工場で発展した丸子の史跡・歴史をめぐる。

〈案内人〉
阿部勇氏（上田歴史研究会代表、上田飯沼史学会会員、上田教育委員会）
奥村栄邦氏（上田飯沼史学会会長）

〈制作〉
企画・制	2020-05-24
	73	[image: 蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ・人物編]	蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ・人物編	

日時　2010/12/19(日) 14:00～16:00
場所　蚕都上田館
内容　フリートーク：ブックレット『蚕都上田を築き支えた人びと』をめぐる話題
出演：
　新津新生さん（上田小県近現代史研究会事務局長）
　桂木恵さん（上田小県近現代史研究会）
（司会）小林良子さん（フリーパーソナリティー）
スタッフ：長野大学・前川ゼミスタッフ

上梓された『蚕都上田を築き支えた人びと』の執筆者を代表し、新津さん、桂木さんから蚕都上田を作った人々のお話をうかがいました。養蚕農家、製糸工場の主たる労働力は女性たちでした。蚕都上田は実は多くの女性たちによって支えられたという新津さんの解説にはなるほ	2020-05-24
	74	[image: やきもの散歩道]	やきもの散歩道	愛知県知多半島の常滑市にあるやきもの散歩道は、中心市街地の小高い丘にある特に人気の観光スポット。
常滑駅から徒歩で5〜10分にある陶磁器会館が出発点です。
ここで入手したパンフレットを片手に、迷路のような路地の散策をお楽しみください。
 やきもの散歩道Aコースは、1.6kmで所要時間は約60分。
レンガ造りの煙突や窯、黒塀の工場、陶器の廃材利用の坂道など、独特の雰囲気と歴史を伝える空間を歩きます。
 やきもの散歩道Bコースは、4kmで所要時間は約2時間30分。
常滑焼の歴史や産業観光施設のINAXライブミュージアムなど見学施設は盛りだくさん。A・B両コースとも買い物が楽しめます。「美しい日本の歴史的風土準100選」平成19年3月選定
されている常滑の魅力が詰まった場所です。	2020-05-24
	75	[image: 窯のある広場・資料館]	窯のある広場・資料館	INAXライブミュージアムの「窯のある広場・資料館」。
 「窯のある広場・資料館」は、1921年から1971年まで、土管や焼酎瓶、タイルなどのやきもの製品を製造していた工場を、LIXIL（当時INAX）が整備し、1986年から公開している文化施設で、国の登録有形文化財にも指定されています。創建当時の姿にできるだけ近づけると共に、更に100年先に残せるものとすることを目指し、外壁の仕上げや瓦の風合いにもこだわって再生しました。建屋内部の煉瓦造の大きな窯の迫力や、太い木材が露出した梁や柱、見上げた天井のトラスなど、建物自体の魅力も大いに楽しんでいただけます。 
展示においては、煉瓦の窯の内部に炎の映像を投影し、窯焚きの様子を臨場感いっぱいに再現したプロジェクションマッピングが見どころです。入ってすぐにある煙突の存在感に	2020-05-24
	76	[image: かんてんぱぱガーデン　伊那食品工業]	かんてんぱぱガーデン　伊那食品工業	寒天の国内シェアNO.1の伊那食品工業。
かんてんぱぱでは様々な寒天製品を作って販売している。
工場見学や寒天の試食も可能。
自然に囲まれたレストランや花屋などが併設されており地域住民で賑わっている。
木々や綺麗な花に囲まれ時間が経つのを忘れリラックスすることができる。	2020-05-23
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